
■
そ
の
２
・
被
災
地
で
活
動
中
の
全
国
消
防
職
員
等
へ
の
食
料
品
調
達
と
搬
送

１
－
活
動
の
概
要

①
｜
日
的

阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
で
活
動
中
の
全
国
か

ら
の
応
援
消
防
隊
へ
の
食
料
供
給
、
及
び
本
市
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
る
部
隊
が
任
務
遂
行
上
不
足
を
き
た

し
て
い
る
資
機
材
等
の
補
給
を
目
的
と
し
た
。

②
－
実
施
日
時

第
一
次
隊
‥
平
成
七
年
一
月
二
十
日
午
前
四
時
か

ら
一
月
二
十
二
日
午
前
一
時
三
十
分
ま
で

第
二
次
隊
‥
平
成
七
年
一
月
二
十
三
日
午
前
四
時

三
十
分
か
ら
一
月
二
十
五
日
午
前
二
時
ま
で

③
－
部
隊
編
成

ア
車
両

危
険
物
保
安
検
査
車
一
台
（
緊
急
車
先
導
車
と
し

て
）
、
輸
送
車
一
台
（
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
）

イ
隊
員

　
隊
長
、
機
関
担
当
四
名
の
計
五
名

④
－
搬
送
対
象
と
調
達
方
法

ア
食
料

第
一
次
隊
‥
に
ぎ
り
飯
三
個
入
り
パ
ッ
ク
、
ウ
ー

ロ
ン
茶
（
紙
パ
ッ
ク
）
各
々
二
千
に
つ
い
て
、
旭

区
の
日
本
ラ
ン
チ
㈱
に
一
括
発
注
し
、
搬
送
実
施

日
早
朝
、
工
場
に
て
受
領
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
次
隊
‥
し
ゅ
う
ま
い
弁
当
、
ウ
ー
ロ
ン
茶

（
缶
）
各
々
二
千
に
つ
い
て
、
西
区
の
崎
陽
軒
㈱

に
一
括
発
注
し
、
搬
送
実
施
日
早
朝
、
工
場
に
て

受
領
す
る
こ
と
と
し
た
。

イ
追
加
資
機
材
等

第
一
次
隊
‥
防
塵
メ
ガ
ネ
、
粉
塵
マ
ス
ク
、
感
染

防
止
用
マ
ス
タ
ー
グ
ロ
ー
ブ
、
ゴ
ム
手
袋
、
防
火

衣
・
防
火
ズ
ボ
ン
、
無
線
機
（
バ
ッ
テ
リ
ー
含
む
）
、

寝
袋
、
毛
布
等
の
ほ
か
、
作
業
服
、
作
業
靴
等
の

個
人
貸
与
品
を
追
加
搬
送
の
対
象
と
し
、
緊
急
購

入
に
よ
っ
て
調
達
し
た
ほ
か
、
隊
員
の
個
人
貸
与

品
に
あ
っ
て
は
各
消
防
署
か
ら
持
ち
込
ま
せ
る
こ

と
に
よ
り
短
時
間
に
集
め
た
。

第
二
次
隊
‥
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
（
救
助
機
材
）

の
補
充
部
品
を
対
象
と
し
、
予
備
品
か
ら
あ
て
た
。

⑤
－
主
な
行
程

ア
第
一
次
隊

一
月
二
十
日

４
・
0
0
　
消
防
局
発

４
・
3
5
　
発
注
先
に
て
食
料
積
載
し
出
発
（
さ
ち

が
丘
消
防
隊
が
積
込
み
応
援
）

4
3
・
3
5
　
阪
神
高
速
か
ら
一
般
道
路
（
4
3
号
線
）

へ
入
る
。
道
路
混
雑
激
し
く
な
る
。

1
6
・
2
5
　
先
導
車
に
従
い
ト
ラ
ッ
ク
も
緊
急
走
行

に
切
り
替
え
て
神
戸
へ
急
行
す
る
。

1
7
・
4
0
　
神
戸
市
役
所
着
。
消
防
局
庶
務
課
経
理

係
長
に
食
料
引
き
渡
し
。
本
市
部
隊
の
活
動
拠
点

の
設
置
場
所
を
確
認
し
連
絡
を
と
る
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

1
8
・
1
5
　
市
役
所
を
出
発
、
本
市
部
隊
の
活
動
拠

点
と
な
っ
て
い
る
生
田
消
防
署
へ
向
か
う
。

1
9
・
3
5
　
本
市
部
隊
と
合
流
し
資
機
材
等
の
引
き

渡
し
。
こ
の
後
、
行
動
を
と
も
に
す
る
。

一
月
二
十
一
日

８
・
3
0
　
仮
宿
舎
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
か
ら
生
田

消
防
署
へ
向
か
う
。

９
・
4
0
　
生
田
消
防
署
着
。
搬
送
し
た
資
機
材
等

に
不
要
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
整
理
し
再
度
ト
ラ
ッ
ク
へ
積
込
む
。

1
1
・
0
0
　
生
田
消
防
署
を
出
発
し
横
浜
へ
向
か
う
。

1
6
・
4
0
　
大
阪
森
之
宮
ラ
ン
プ
よ
り
阪
神
高
速
へ

入
り
、
以
降
高
速
道
路
を
使
用
す
る
。

一
月
二
十
二
日

0
・
1
5
　
消
防
局
着
。
積
載
物
の
搬
出
、
整
理
保

管
を
実
施
し
、
第
二
次
の
派
遣
に
備
え
て
、
燃
料
、

携
行
物
品
等
を
整
え
る
。

１
・
3
0
　
解
散

イ
第
二
次
隊

一
月
二
十
日

４
・
3
0
　
消
防
局
発

５
・
0
0
　
発
注
先
に
て
食
料
積
載
し
出
発
（
西
消

防
隊
が
積
込
み
応
援
）

1
3
・
2
5
　
阪
神
高
速
か
ら
一
般
道
路
（
4
3
号
線
）

へ
入
る
。
道
路
混
雑
激
し
く
な
る
。

1
4
・
0
0
　
緊
急
走
行
に
切
り
替
え
て
神
戸
へ
急
行

す
る
。

１
－
活
動
の
概
要

２
‐
活
動
に
あ
た
っ
て
の
所
見
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1
5
・
3
0
　
生
田
消
防
署
に
て
本
市
部
隊
に
補
充
物

品
を
引
き
渡
す
。

1
6
・
3
0
　
神
戸
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
（
市
街
地
北

の
六
甲
山
麓
に
あ
り
、
消
防
職
団
員
の
補
給
基
地

と
し
て
機
能
。
）
に
て
、
食
料
を
引
き
渡
す
。

1
7
・
3
0
　
本
市
部
隊
と
合
流
し
、
こ
の
後
、
行
動

を
と
も
に
す
る
。

一
月
二
十
一
日

８
・
3
0
　
仮
宿
舎
「
客
船
オ
リ
エ
ン
ト
ビ
ー
ナ
ス

号
」
か
ら
生
田
消
防
署
へ
向
か
う
。
本
市
部
隊
が

前
日
ま
で
の
活
動
を
も
っ
て
同
消
防
署
管
内
の
救

助
活
動
を
終
了
し
、
他
の
地
域
へ
の
移
動
が
予
定

さ
れ
て
い
た
た
め
、
全
て
の
物
品
を
撤
収
す
る
。

1
0
・
3
0
　
物
品
の
整
理
を
行
い
、
必
要
物
品
を
部

隊
に
引
き
渡
し
、
不
要
物
品
を
積
載
す
る
。

1
2
・
3
0
　
横
浜
へ
向
か
う
。

1
7
・
2
0
　
大
阪
森
之
宮
ラ
ン
プ
よ
り
阪
神
高
速
へ

入
り
、
以
降
高
速
道
路
を
使
用
す
る
。

一
月
二
十
二
日

２
・
2
5
　
消
防
局
着
。
積
載
物
の
搬
出
、
整
理
保

管
を
実
施
し
、
第
三
次
の
派
遣
に
備
え
て
燃
料
、

携
行
物
品
等
を
整
え
る
。

３
・
0
0
　
解
散

２
－
活
動
に
あ
た
っ
て
の
所
見

①
－
後
方
支
援
の
意
義
に
つ
い
て

　
大
地
震
後
に
同
時
多
発
す
る
火
災
や
家
屋
倒
壊
に

よ
り
、
圧
倒
的
な
消
防
需
要
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
う
い
っ
た
公
設
消
防
の
対
応
能
力
を
は
る
か
に

超
え
た
状
況
が
長
く
続
く
な
か
、
消
防
機
関
は
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
試
み
な
が
ら
、
継
続
し
て
消
火
、
救
助
、

救
急
に
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
応
急

活
動
の
部
隊
は
、
過
酷
な
条
件
の
下
で
任
務
に
従
事

し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
消
防

活
動
を
長
時
間
継
続
す
る
た
め
に
は
、
疲
労
し
た
隊

員
の
交
替
、
休
憩
を
は
じ
め
、
食
料
・
飲
料
の
供
給
、

消
耗
す
る
資
機
材
・
油
脂
の
補
給
な
ど
、
災
害
現
場

や
拠
点
に
お
け
る
部
隊
員
以
外
の
職
員
に
よ
る
後
方

支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
災
害
を
想
定
し

て
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
実
際
の

と
こ
ろ
こ
う
い
っ
た
支
援
の
体
制
は
十
分
で
な
い
こ

と
が
多
い
。

　
特
に
、
自
治
体
が
有
す
る
活
動
部
隊
の
み
な
ら
ず
、

各
地
か
ら
応
援
に
駆
け
付
け
た
部
隊
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。

　
し
か
し
、
過
酷
な
条
件
で
応
急
活
動
を
継
続
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
被
災
者
に
も
あ
て
は
ま
る
こ

と
で
あ
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
被
災
者
の
目
の
前
で

休
息
や
食
事
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
（
現
地

に
わ
ず
か
な
が
ら
乾
パ
ン
を
持
参
し
て
き
た
あ
る
都

市
の
救
助
隊
が
、
や
っ
と
得
た
休
憩
時
間
に
こ
れ
を

食
べ
よ
う
と
し
た
と
き
、
水
も
食
料
も
何
も
な
い
周

囲
の
被
災
者
の
目
を
気
に
し
て
、
結
局
、
口
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
）

　
し
た
が
っ
て
、
運
用
面
で
は
、
被
災
者
の
救
援
と

活
動
隊
の
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
配
慮
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
‐
被
災
地
の
交
通
事
情
に
つ
い
て

　
被
災
地
の
道
路
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
倒
壊
し

た
建
物
や
工
作
物
等
の
影
響
を
受
け
た
り
、
道
路
自

体
が
損
傷
を
受
け
た
り
し
て
、
随
所
で
寸
断
さ
れ
そ

の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
た
。

　
被
災
地
へ
の
重
要
な
物
資
輸
送
路
と
な
る
高
速
道

路
も
、
全
線
又
は
部
分
的
に
通
行
禁
止
の
措
置
が
と

ら
れ
て
い
た
。
本
隊
も
東
名
高
速
を
西
へ
向
か
う
と
、

京
都
Ｉ
Ｃ
で
「
こ
の
先
通
行
禁
止
」
゛
と
な
っ
て
い
た

が
、
京
都
府
警
の
誘
導
に
基
づ
き
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
で
一

般
路
に
下
り
る
他
の
車
両
と
分
か
れ
、
そ
の
ま
ま
本

線
を
大
阪
方
面
へ
向
か
っ
た
。
（
二
次
隊
に
つ
い
て

は
、
吹
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
通
行
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
）

被
災
地
の
近
く
の
区
間
に
あ
っ
て
は
、
緊
急
車
の
み

が
使
用
で
き
る
と
い
ラ
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ

た
。

　
警
察
官
の
話
に
よ
る
と
、
「
吹
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
近
畿

自
動
車
道
へ
入
り
、
東
大
阪
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
阪
神
高
速

1
3
号
線
に
入
っ
た
付
近
で
、
大
阪
府
警
が
待
機
し
て

お
り
、
そ
の
先
の
阪
神
高
速
道
路
上
で
の
先
導
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
実
際

そ
の
話
の
と
お
り
で
、
東
名
、
近
畿
自
動
車
道
、
阪

神
と
も
各
高
速
道
路
上
の
通
行
に
つ
い
て
は
、
一
般

車
両
を
排
除
し
た
な
か
で
特
例
の
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
が
可
能
で
あ

り
、
そ
の
効
果
は
顕
著
で
あ
っ
た
（
京
都
か
ら
阪
神

方
面
へ
の
一
般
路
の
異
常
な
混
雑
が
、
交
差
す
る
高

速
道
路
の
上
か
ら
確
認
で
き
た
）
。

　
し
か
し
、
一
般
路
の
走
行
に
移
る
と
、
徐
々
に
渋

滞
が
激
し
く
な
り
、
つ
い
に
は
一
時
間
で
進
む
距
離

が
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
い
っ
た
状
況
に
陥
っ
た
。

大
阪
市
か
ら
尼
崎
市
へ
入
る
頃
は
「
こ
の
調
子
で
い

く
と
早
め
に
着
く
か
も
し
れ
な
い
」
と
高
を
く
く
っ

て
い
た
の
だ
が
、
結
局
、
中
途
か
ら
緊
急
通
行
に
切

り
替
え
て
も
か
な
り
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
、
第

一
次
隊
は
、
定
め
ら
れ
た
時
刻
で
あ
る
午
後
五
時
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。

　
神
戸
へ
通
じ
る
使
用
可
能
な
道
路
が
国
道
の
２
号

線
と
4
3
号
線
に
限
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
車
両
が
こ
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の
二
つ
の
幹
線
道
路
に
集
中
し
た
た
め
で
あ
る
が
、

要
所
に
警
官
が
警
備
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
四
輪
車
の
交
通
秩
序
は
か
な
り
守
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
の
二
輪
車
は
も
の

す
ご
い
数
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
が
食
料
や
生
活
用
品

を
積
め
る
だ
け
積
ん
だ
状
態
で
強
引
に
走
り
ま
わ
っ

て
お
り
、
事
故
発
生
の
危
険
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
市
中
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
特
に
歩
道
部
分

や
道
路
側
部
で
、
建
物
の
倒
壊
や
路
面
表
層
の
破
壊

等
に
よ
る
通
行
障
害
が
随
所
で
発
生
し
て
し
て
お
り
、

車
道
に
歩
行
者
や
自
転
車
が
溢
れ
出
た
り
、
信
号
機

が
停
電
に
よ
り
機
能
し
て
い
な
い
交
差
点
で
の
通
行

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
か
っ
た
り
し
て
、
相
当
数
の

人
員
を
投
入
し
て
警
察
が
応
急
対
策
を
と
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
交
通
秩
序
の
維
持
は
必
ず
し
も
保
た

れ
た
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

③
－
搬
送
の
対
象
に
つ
い
て

食
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
地
ま
で
の
長
時
間

の
搬
送
を
考
慮
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
日
持
ち
の
す
る

も
の
が
求
め
ら
れ
る
。
冬
場
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る

も
の
の
、
選
択
肢
は
そ
う
広
く
は
な
い
し
、
ま
た
、

急
な
調
達
が
必
要
な
た
め
、
今
回
の
よ
う
に
「
に
ぎ

り
飯
」
が
第
一
候
補
と
な
る
の
は
、
や
む
を
得
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
被
災
地
で
は
、
に
ぎ
り
飯
や
パ
ン
は
、

わ
れ
わ
れ
が
到
着
し
た
時
点
で
既
に
お
お
む
ね
行
き

渡
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
過
剰
気
味
な
場
所
さ
え
あ
っ

た
。
供
給
を
受
け
る
側
と
し
て
は
正
直
な
と
こ
ろ
、

こ
れ
ら
以
外
の
も
の
を
切
望
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。

　
消
防
活
動
用
の
た
め
の
資
機
材
等
に
つ
い
て
は
、

本
市
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
応
援
部
隊
か
ら
の
連
絡

内
容
に
基
づ
き
揃
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
要
請
を
受

け
て
か
ら
の
購
入
、
所
属
か
ら
消
防
局
へ
集
積
、
車

両
へ
の
積
載
、
さ
ら
に
長
距
離
を
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
十
四
時
間
は

か
か
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
要
請
し
た
段
階
で

必
要
だ
っ
た
も
の
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
り
、
新
た

に
要
請
と
は
別
な
も
の
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
ケ
ー

ス
が
発
生
し
た
。
今
回
の
場
合
、
現
地
の
拠
点
で
資

機
材
等
の
選
別
を
行
い
、
必
要
で
な
く
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
再
度
積
み
込
ん
で
持
ち
帰
っ
た
。

　
初
動
態
勢
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
派
遣
時
か
ら
多
少
多
め
に
な
っ
て
も
現

地
に
持
ち
込
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
限
り
あ
る
消
防

車
両
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
れ
ば
、
活
動
部
隊
の
ほ
か

に
先
の
資
機
材
の
輸
送
部
隊
を
編
成
に
加
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
現
地
で
消
耗
し
て
し
ま
う
も
の
の
な
か
で

も
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
等
の
車
両
や
救
助
資
機
材
用

の
燃
料
が
、
特
に
不
足
し
て
お
り
、
活
動
に
支
障
を

き
た
す
場
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被

災
地
で
の
こ
れ
ら
の
入
手
の
困
難
性
を
想
定
し
て
、

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

可
能
な
限
り
あ
ら
か
じ
め
搬
送
し
た
方
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。

④
－
自
衛
隊
の
補
給
活
動
に
つ
い
て

　
第
二
次
隊
は
、
自
衛
隊
の
補
給
活
動
に
つ
い
て
そ

の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
比
較
的
被
害
の
少

な
い
埠
頭
岸
壁
に
、
「
次
の
清
水
の
補
給
は
○
○
時
、

護
衛
艦
○
○
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
」
と
の
掲
示
が

張
り
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
活
動
隊
へ
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
岸
壁
に
は
多
く
の
輸
送
、
食
料
補
給
用

と
思
わ
れ
る
車
両
が
待
機
し
、
埠
頭
の
先
端
部
に
は
、

隊
員
の
宿
営
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
対

岸
の
岸
壁
に
は
大
型
の
輸
送
艦
が
停
泊
し
、
お
そ
ら

く
補
給
物
資
の
荷
降
ろ
し
と
思
わ
れ
る
作
業
を
実
施

七
て
い
た
。

　
我
々
の
実
施
し
た
さ
さ
や
か
な
補
給
活
動
を
思
う

と
、
巨
大
で
あ
っ
た
。

　
被
災
地
は
、
刻
々
と
状
況
を
変
え
、
そ
の
場
面
に

ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
要
求
す
る
。
最
適
な
救
援
活
動

を
行
う
た
め
に
は
様
々
な
参
加
主
体
に
適
切
な
役
割

を
割
り
振
り
、
調
整
を
進
め
る
監
督
の
力
量
が
も
の

を
い
う
。
そ
う
し
た
思
い
を
強
く
感
じ
た
。

△
高
橋
＝
消
防
局
予
防
部
指
導
課
課
長
補
佐
消
防
設

備
係
長
／
荒
井
＝
同
局
総
務
部
企
画
課
企
画
担
当
係

長
▽
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